
一
ば
な
り
ま
せ

ジ
の
安
定
に
衝
な
立
場
に
泥
を
塗
杓
偽
情
の
姿
が
見
え
な
い
こ
と
。
内

葛
」
義
貫
報
を
革
散
し
て
い
る
」
と
量
出
」
な
ど
に
よ
る
と
、 

M
E
B
E
7
4
E
3
・2
R
J

対
ン
美
響
題
そ
の
も
の
の
是
非
に
は
消
さ
れ
、
読
め
な
い
凪 

合

2
h「
伊
、
レ
脳
同
超
長
眠
除
』

碇
つ
い
て
警
戒
批
判
し
た
。
国
謹
撃
事
一
公
共
政
策

ゃ
い
る
。 

ι

F
m

h

-

は
「
倭
」
室
セ
て
い
ま
し
た
。
で
「
星
の
禽

;

・

買
U
目
、
ロ 
1

弘
仁 
4
年 

(
8
1
3年
)
に
行
わ
れ
で
い
ま
す
。

す
ア
を
事
支
・
公
平
主
刀
法
で
謀
し
惑
」
で
あ
る
。
い
す
。
「
倭
の
義
は
泰
一
訴
す
ず
。
或
側
に
帰
順
し
、 
6
6
5年
に
は
唐
の
使

i
ナ
小
い
は
酌
く
、
警
琴
る
の
零
取
り
節
と
て
倭
喜
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

で
童
と
言
っ
て
も
具
体
的
な
そ
リ
ス
ト

間
臨
目
目 

，
そ
の
後
、
倭
の
人
び
と
が
漢
籍
に
親
た
ヨ
一
菌
史
書
を
見
る
と
、
新
羅
の

山
し
む
よ
う
に
な
る

ζ
こ
の
字
に
侮
蔑
文
武
王
叩
年 
(
6
7
0年
)
に
「
倭
園
、

最
後
に
、
釜
闘
義
小
的
議
味
が
あ
る 

を
知
り
ま
す
。
号
を
日
本
島
斡
む
」
と
い
う
記
事
が
あ

と
し
て
、
、
協
力 

E

7
ィ
ン
を
堅
持
¥

型
盆
の
拡
大
に

w

英
紙
「 
7
4
ナ
ン
シ
ヤ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
胡
偉
副
一
子 

-

R

米
政
府
当
局
者
の
話
国
語
暴
』
唯
一
プ
1
チ 

ル
タ
イ
ム
ズ
」
が
3
月
白
理
事
畏
は
3
月
日
目
、
「
中
川
欝
湿
地
引
ら
日
恵
へ

報

過

に

反

論

機

関

齢

撃

曙
戦
争
が
続
く
と
し
て
「
ロ
シ
ア
が
中
国
ン
氏
を
阻
止
す
る
能
力
を
小
司

w w w

機
鶏
旦
自
窓
は
い
つ
か
ら
日
窓
に
な
っ
た
の
か
?

察
当
扇
蓄
に
軍
装
備
晶
の
携
窓
ど
も
つ
国
。
こ
の
僚
経
を
川
中
国
で
は
、 
8
世
相
空
ろ
ま
で
日
本
器
、
唐
の
憲
3
年 
(
6
7
8き

る

の

は

、

富

豪

め

き

と

報

道

し

た

事 

な
け
れ
ば
」
品
川
を
「
倭
」
品
び
、
日
本
も
対
外
的
に
に
没
し
た
塞
と
い
う
人
物
の
墓
誌
に

吉
岡
遍
さ
れ
こ
と
広
請
し
で
も
、
重
調
、
「
プ
l
チ
ン
と
早
急 

)

L

m

U

室
霊
一
ト
ッ
盤
副
報
道
局
長
が
凶
日
に
手
を
切
る
べ
き
だ
」
と

野
産
党
指
「
虚
偽
情
報
」
と
反
発
し
た
。
圏
外
ウ
ェ
ア
サ
イ
ト
で
主
小
ら
来
た
の
で
し
ょ
う
か
。
と
い
う

の
襲
警
仁
曇
陸
軍
は
、
も
と
百
済
の
高
官
で
し
た

審
談
し
た
が
、
も
き
き
独
手
レ
客
観
的
こ
れ
も
中
国
の
「
当
山
の
序
の
注
に
、
こ
ん
な
一
節
が
あ
り
ま
が
、
一 
6
6
0年
の
百
済
控
」
の
際
、
唐

琶
の
報
道
に
主
警
て
き
さ
(
同

5
〈
丸
山
置
威
・
ジ
ャ 

;
Z
E

N
生
義
り
)
、
扶
桑
官

は
、
こ
の
量
点
差
は
ど
と
か
本
列
島
)
に
拠
り
て
以
て
諒
曇
る
」

一
節
を
発
見
し
、
議
論
を
呼
ん

ρ

問
題
な
の
は
、
「
中
国
は
張
し
た
。
だ
が
こ
の
論
文 

w

E
H目 

わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
側

て
、
漢
人
が
こ
れ
を
負 
く
る
と
こ
ろ
た
め
王
護
氏
は
、
墓
誌
の
「
星
」
は

の
字
な
り
」 
b

倭
包
震
は
不
要
が
、
き
に
日
本
書
す
と
い
い
ま
す
が
、

一
説
に
は
古
代
日
本
語
の
一
人
称
歴
峯
者
の
嘉
手
芝
氏
は
、 
ζ
れ
は

「
わ
」
に
、
中
国
人
が
こ
の
字
を
当
て
、
国
名
で
は
な
い
と
反
論
し
て
い
ま
す
。

名
と
し
た
と
い
う
。
面
白
い
説
で
す
。
エ
ベ
朝
鮮
半
島
の
古
代
史
を
記
し

J

関
委
高
め
る
よ
う
に
し

て
、
中
日
友
好
事
業
の
た

い
ま
つ
を
次
の
世
代
に
伝

え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん。
 

h

が
対
中
協
力
に
お
い
て
、

中
日
の
競
争
対
抗
を
誇
張

し
た
り
、
中
国
の
発
展
を

抑
圧
す
る
こ
と
を
吹
聴
す

る
、
消
極
的
な
論
調
に
影

響
さ
れ
て
進
む
方
向
を
誤

ら
な
い
こ
と
を
願
い
ま

す
ι第

4
点
と
し
て
、
民
間

友
好
は
中
日
関
係
の
優
れ

た
伝
統
で
あ
り
、
貴
重
な

財
産
で
も
あ
り
ま
す
。
双

方
は
人
的
交
流
や
民
間
、

地
方
の
交
流
を
幅
広
く
展

開
し
、
両
国
の
民
衆
の
相

互
理
解
の
増
進
を
推
し
進

め
、
民
心
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す。
中
日
蘭
係
の
未
来
は
若

い
世
代
に
あ
り
ま
す
。
双

方
は
青
少
年
交
流
を
重
点

的
に
強
化
し
、
よ
り
多
く

の
若
者
が
中
日
関
係
へ
の

N Nm

h

w M w
-

N

を
堅
蒋
し
、
国
際
任
務
を 

た
と
き
、
議
会
詩
文
の
手
本
左
り
ま
す
。
菜
、
こ
れ
は
中
国
の
正
史

履
行
せ
ね
ば
な
り
ま
せ 

ω

さ
れ

ζ
文
書
に
も
、
議
よ
の
醜
女
罫
唐
置
の
記
事
と
積
し
て
い
る

ん
ι
富
一
薗
は
、
真
の 

と
し
て
「
書
の
急
登
場
し
ま
す
』
た
め
、
そ
れ
を
読
み
誤
っ
て
写
し
た
と

多
国
間
主
義
を
実
践
し
、 

そ
こ
で
倭
は
、
対
外
的
な
国
号
を
百
考
え
る
研
究
者
も
い
ま
す
。
一
掃
唐
君

国
際
社
会
全
体
の
利
益
を 

本
」
と
改
め
ま
し
た
ー
そ
の
時
期
に
つ
に
は
、
乙
の
記
事
の
前
に
「
後
(
そ
の

出
発
点
一
に
、
'
戦
略
的
自
主
叩
い
て
は
、
『
大
宝
律
令
』 

(
7
0
1年
成
後
)
」
の
一
字
が
あ
る
た
め
、
正
確
な

を
維
持
し
、
地
域
〉
冊
界
川
喜
一
に
、
こ
れ
を
定
め
た
条
文
が
あ
る
年
は
不
明
な
の
で
す
。

の
署
長
定
、
団
結
と
…
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
立
以
前
で
あ
る
と
で
は
、
基
百
本
」
な
の
か
。
倭


協
力
、
発
展
・
次
婆
架
の
た
小
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
民
の
使
節
は
、
、
唐
の
人
び
と
に
と
う
語
つ


め
に
、
霊
的
藩
憲
一
一
方
、
こ
れ
が
護
憲
に
伝
え
ら
た
そ
う
で
す
。
「
買
日
勘
づ
る
処
に


果
た
す
べ
き
で
す
。
、
山
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
諸
説
が
あ
り
、
し
、
以
て
名
と
為
す
」
。
わ
が
国
は


…
ま
す
が
、
近
年
‘
葉
大
学
の
王
連
寵
自
の
昇
る
地
に
近
い
、
ゆ
え
に
こ
れ
を

注 

国
号
と
し
た
と
。

H

V

①
日
中
共
同
声
明

(
1
9
7
2年 
一
②
田
中mm

平
和
友
好
条
約
(
花
年
)

③
日
中
共
同
宣
言
〈

年
)
④
国
中
共
同
声
明 
(
2 

0
0
8年
)

粛
軍
墓
嘗
の
拓
本
(
西
安
樽
鞠
院
蔵
)

l 

m w

鈴

木

靖

こ
う
し
て
遅
く
と
も 
8

世
紀
初
め
、
「
倭
」
は
「
日

本
」
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

の
で
す
。

(
法
政
大
学
園
際
文
化

学
血
薮
擾
)
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